
 

 

 
 

JAXA（宇宙航空研究開発機構）と教育委員会による 

「LUNARCRAFT（ルナクラフト）」を活用した 

不登校支援プログラムの取組を公開します！ 
 

JAXA と教育委員会では、JAXA 宇宙教育センターのコンテンツである「ルナクラ

フト」を活用し、「宇宙教育」や協働的・探究的要素を取り入れた不登校支援プロ

グラムを用いた学習活動に取り組んでいます。 

この度、教育支援センター*1「すばる」*2での学習活動の様子を公開します。 

 

１ 日時  

  令和８年２月１７日（火） 午前１０時４０分 ～ 午前１１時４０分  

２ 会場  

  相模原市立大野南公民館 大会議室２ 

  （南区相模大野５－３１－１ 市南区合同庁舎 ２階） 

３ 内容 

子どもたちは、全４回で構成された不登校支援プログラムを通して、月の環境を 

学んだ後、「ルナクラフト」内でチームを結成しミッションにチャレンジします。 

これまでに月面で住める家を建設し、自給自足ができる環境を整備するなどのミ

ッションをクリアし、最終回となる第４回目（２月１７日）では、『自分たちだ

け』の月面都市の完成を目指します。 

 ４ その他 

   取材を希望する場合は、２月１６日（月）正午までに問い合わせ先までご連絡く 

  ださい。 

  撮影にあたっての注意事項があります。当日は職員の指示に従ってください。 

 

【資料】「ルナクラフトの概要」 

＊１ 教育支援センター：自宅から出ることはできるが、学校に通うことが難しい児童生徒を対象とした、 

学校とは違う環境で学習支援や小集団活動、個別支援を行い、個々の状況に応じて、学校復帰や社会的自立 

を目指す場であり、市内には８箇所設置。【対象（小学生）：２、（中学生）：３、（小中学生）：３】 

＊２ 教育支援センター「すばる」：小学生が対象。登録人数は、１４人。（令和８年１月１５日時点） 

相模原市発表資料 

令和８年２月１０日 

【問い合わせ先】 

教育相談課 

042-769-6144(直通) 



ルナクラフトの概要
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ルナクラフトとは？

・月の起源と進化を探るために
種子島から打ち上げられた人工衛星
｢かぐや｣が取得した膨大なデータを基に
ＪＡＸＡがマインクラフトで月面ワールドを
再現。

・リアルな月面ワールドを使って、
ブロックを組み立てながら
自由にデザインしたり、建築したりして
〝月面都市〟を創造することや、
月面を探索することができます。



ルナクラフトのプレイ画面
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第1回の「すばる」での活動の様子
➣月面上にて、仲間と建設地の検討から

生活する拠点を建築



ルナクラフトを通じた学習活動

月面上での建築や探索を通して「学ぶ」
月面の自由な建築、探索はもちろん、職員が用意した「ミッション」を解決するために仲間と協働的に活動し
ます。課題解決に向けて教科横断的に調べたり、アイデアを練ったり、試行錯誤したりすることで探究的な学び
につながります。

例）

関連する学びミッション
→理科（物質循環）、社会（生活基盤）
→理科（光合成）、数学（必要量の計算）

「月の生活で必要なものを３つ考えてみてね」
「月で育てられそうな食べ物を1つ選んで理由を考えてみよう」

↑↑ミッションカードの例↑↑
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